
平成２２年度科学技術交流セミナー助成事業申請書
平成　　年　　月　　日
財団法人　交　流　協　会
理　事　長　　殿
　　　　　　　　　　　　　　申請団体名
代表者氏名　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　　　　　　　　　　　　　　所  在  地

電話番号

E-mail
　下記の日台科学技術セミナー（又はシンポジウム）計画について、貴協会の平成２２（２０１０）年度助成事業として支援を受けたく、申請いたします。
２０１０年度日台科学技術セミナー助成事業
日本開催案件申請書

２０１０Japan-Taiwan Bilateral Science & Technology Interchange Project

－The Proposal of Holding Conference in Japan－
申請団体名                  
代表者氏名　　　 　　　　　　
所　在　地
電話番号                    
e-mail

＊指定された箇所には、必ず英語での記入もお願いします。
１．開催テーマ(Name of the Seminar)

日本語
英  語：

２．開催期間(Seminar period)

　２０　　年　　　月　　　日～２０　　　年　　　月　　　日
　

３．開催場所(Venue and Location)
４．参加者人数(Expected number of the participants funded by Interchange Association)

＊当協会からの支給経費を用いて参加するもの。確定している場合はリストを添付してください。
（Attach the member list if available.）
日本側：    　　名
台湾側：　　　　名
５．開催形式(Style of Conference)
（４．の参加者以外の参加者・聴衆の数。公開・非公開。使用言語（通訳の有無等））(Expected number of participants other than those listed in [4] above and audience. Open or closed to the public. Language used and necessity of interpreters, etc.)
　日本語：
　英　語：
６．台湾側代表者(Name of organizer in Taiwan)
氏名・職位:
所属機関:
連  絡  先:（所在地、電話番号、E-mail)
本件事業実施のため、台湾側代表者として責任を持って参加者の所要書類の提出、出国手続につき規則書の通りに行うとともに、日本側代表者と十分・協力する。

台湾側代表者署名　　　　　　　　　　　　　　　　　
７．本件セミナー（またはシンポジウム）開催の経緯及び目的
(Background and subject of the seminar)
　日本語：
英　語：

８．本件セミナー（またはシンポジウム）を開催することによって期待される効果
(Expected results and effects of the seminar)
日本語：
英　語：

９．本件セミナー（またはシンポジウム）の研究内容に関する国内外における研究状況
(Previous studies relating to the subject of the seminar)
日本語：
英　語：

記載スペースが足りない場合はページ数を増やして結構です。
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